
 

   

   

 

 

平成 23 年 7 月 13 日 

各   位 

会 社 名 株 式 会 社 サ ン シ テ ィ

代 表 者 の

役 職 氏 名
代表取締役社長 星 山 泰 洙

（コード番号：８９１０   東証第一部） 
問い合わせ先 管 理 部 長 関  健 一

電 話 番 号 0 2 2 - 2 6 7 - 3 4 1 0

 

当社に対する訴訟の提起に関するお知らせ 
 

当社は平成 23年 6月 24日付けにて東京地方裁判所における訴訟の提起を受けましたので、

下記の通りお知らせいたします。 

記 

1. 訴訟が提起された日 

平成 23 年 6 月 24 日 

2. 訴訟を提起した者 

株式会社サンシティビルド 前代表取締役 

井上 勁 （宮城県仙台市） 

3. 訴訟の内容 

当社と株式会社サンシティビルドとの合併が不存在であることの確認を求める 

4. 当社の見解 

本日一部報道におきまして当社が子会社との合併行為について子会社の前代表取締役

である井上勁氏より有印私文書偽造・同行使などの容疑で告訴・告発された旨の内容

の記事が掲載されましたが、これにつきましては、相手方の一方的な主張であります。 

当社といたしましては、代理人である顧問弁護士と検討した上で、今後の当社の対応

を公表させていただく予定でございます。 

なお、現段階での当社の見解は以下のとおりです。 

（1） 平成 22 年 11 月 18 日、効力発生日を平成 23 年 1 月 1 日とする合併契約書につ

いて子会社における取締役会で承認されており、井上氏も同議事録に押印してい

る。 

（2） 平成 22 年 11 月 26 日、当社並びに子会社がそれぞれ同日付で吸収合併の官報公

告を行っている。 

（3） 平成 22 年 11 月末、取引先等の関係各位へ向け、井上氏の了解のもと当社代表の

星山・井上氏の連名で吸収合併の挨拶状を発送している。 

（4） 上記１～３の一連の内容の行為等を行った上で、平成 22 年 12 月末に子会社の事

務所も閉鎖しており、合併が不存在ということはありえないと認識している。 



（5） ところが平成 23 年になり、井上氏が当社に対し、合併したことを前提として役

員退職慰労金などの高額な金員を請求し、それに当社が応じなかったため、合併

が不存在などと言い出したものであり、上記４．の見解も合わせ、合併自体が不

存在ということはありえないことである。 

（6） 私文書偽造の言い分については、複数の法律専門家より、平成 23 年 1 月 1 日を

効力発生日とした吸収合併により、当社が正当に子会社の権利義務権限を包括承

継したために私文書偽造については成立しないと確認をとっており、何ら問題な

いと考えている。 

5. 当社の業績への影響について 

本件の当社業績への影響につきましては軽微であります。 

以上 


